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１．はじめに

昭和時代前

が厖大であっ

をはじめとす

ず個々の事例

を記憶してい

敗戦から

後世代によっ

期，とりわけ日中全面戦争の

た事実については，すでに多

る文化財の場合も，戦禍によ

に関する記録も多く，また同

る人々が，ついこのあいだま

年が経過した現在，戦争の問

て交代されつつある。広島や

期間において，日本の中国

くの史料・論著によって指

る焼失や破壊，さらに各種

時代史的な出来事として，

で，歴史の証言者として重

題をめぐる語り部の多くは

長崎の，そして南京や重慶

侵略に起因した中国側被害

摘される通りである。図書

掠奪など，全体像のみなら

被害と加害の両面からこれ

要な役割をはたしていた。

，研究者を含めてほぼ，戦

の，さらに真珠湾やアウシ

ュビッツの口

重く悲しい。

否応なしの世

われ歴史家に

は，歴史創造

しかしなが

必ずしも負の

伝者たちが，自然の摂理にし

戦争の抛棄という戦後日本の

代交代は，これからの世論形

は，これを阻止する力量があ

の主体者としての，そして国

ら，歴史学研究という視座よ

作用だけではないと思う。こ

たがって，この世から永別

理念ですら，あっけなく解

成に対して極めて深刻な影

るのだろうか？ クールな

家の主権者としての自負が

り「いま」をみつめたとき

こで誤解を恐れずにいうな

しつつある現実は，確かに

消されんとする 世紀初頭，

響を及ぼすであろう。われ

「観察者」に徹する態度に

確認されるのだろうか？

，そこに発見できる変化は，

らば，いまこそ昭和前期の

歴史は，同時

されつつある

情の深さは異

い。だが，あ

進捗と同じく

研究とて例外

代史研究にとって避けがたか

のである。無論，それぞれの

なり，故にそこからの訣別が

たかも明治維新や阿片戦争の

，文献史料による実証という

ではないだろう。

った，記憶や感情による拘

国家・民族にとって，各々

，必ずしも同じ歩調で進む

語り部たちがこの世に存在

史学本来の在り方へと回帰

束・呪縛から，徐々に解放

の社会に刻まれた記憶や感

ものであるとは考えていな

しなくなったあとの研究の

していくことは，「戦争史」

（ ）



このような問

めぐる問題につ

の通りである。

立命館経済

題意識に基づいて，筆者は

いて，いくつかの拙い論文を

学（第 巻・第３号）

これまで，「戦争と図書」ある

世に問うてきた。いま，その

いは「戦争と情報」を

一覧を紹介すると，次

「中支建

習作」（『立

「戦時日

「曲論の

２号，立命

「近現代

設資料整備委員会とその周辺

命館経済学』第 巻第５号，立命

方略奪図書問題述評」（辛亥革

系譜――南京事件期における

館大学国際言語文化研究所）

史研究と『語義』の変遷につ

＊ ＊

――『支 事変』期日本の対

館大学経済学会） 年。

命九十週年国際学術討論会論文，

図書掠奪問題の検証」（『立命

年。

いて――『特務』概念をめぐ

中国調査活動をめぐる

台北） 年。

館言語文化研究』第 巻第

る日中間の相剋」（『ポリ

グロシア』

「支 科

学経済学会

「戦時江

「『南京図

第６巻，立命館アジア太平洋大学

充実後援会寄贈中国語図書『

） 年。

南図書『掠奪説』誕生の歴史

書大略奪』のまぼろし」（『諸

言語教育センター） 年。

掠奪疑惑』の探究」（『彦根論

的背景」（『歴史学研究』第 号

君！』第 巻第８号，文 春秋

叢』第 ・ 号，滋賀大

，歴史学研究会） 年。

） 年。

一連の作業は

には重複した部

の論旨に修正を

地において公刊

た。このシリー

き作業を通じて

，史料の発掘・蒐集・分析と

分も多い。その後も，引き続

加える必要は見いだしていな

されている「新方志」につい

ズは，日本における県史，乃

，暮らしに密着した歴史の掘

＊ ＊

執筆を，ほぼ並行しながら進

いて新しい素材を入手しつつ

い
）
。しかし， 年代後半以

て，筆者はこれまで本格的に

至は市町村史に該当する存在

り起こしを体現したものも多

めていたために，内容

あるとはいえ，目下そ

降，中華人民共和国各

分析したことがなかっ

であり，地を這うが如

くある。その編纂に参

加した関係者の

憶」の集大成と

したがって本

れた内容を，初

い。

中には，歴史を実体験した

もいうべき二次史料と呼べる

稿では，主に日中戦争時期の

歩的に紹介・検討していきた

２．

人々も数多く含まれ，いわば

だろう
）
。

上海市・江蘇省を対象に，こ

いと考えている。大方のご批

最近の新成果

地域の「記録」と「記

れら「新方志」に書か

判・ご叱正を期待した

前出の論文に

るだろう。すな

が主導した

「持ち去られ」，

おいて再三再四強調した，わ

わち従来の研究の多くは，日

万冊近い図書の計画的「掠奪

侵略戦争遂行のために全国各

たくしの中国側研究に対する

中全面戦争開戦直後の上海・

」が実施されたのみならず，

地の図書館で活用されたと主

批判は，次に要約でき

南京を中心に，日本軍

これらが日本国内へと

張する。しかしこの学

（ ）
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説には，史料的な根拠が著しく欠如し，新聞報道や二次史料の引用・再引用を繰り返すうちに，

特に「掠奪」

が誇張を増

によって，何

び野蛮性を，

ない。

それゆえに

に従事した人員数が，驚異的

幅する効果を生んだ。「大虐殺

人かの研究者は意図的に誇大

新たに「実証」したのである

我々は，直近の研究が示す見

に増加したのであった。そ

」の歴史と「図書大略奪」の

な物語を創作し，日本によ

。一刻も早く，史実から虚

解の変貌については，注意

して，南京という舞台装置

叙述を重ね合わせること

る中国侵略の反文化性，及

構は排除されなければなら

深く定点観測を進める必要

（ ）
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作

近く

業者

のべ 人

のべ 人

員 人

員と兵士合

邱富生 年 日本「専家」 人

表１ 「掠奪」をめ

「略奪」時の状況

兵隊 苦力 トラ
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ぐる研究
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た。
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人 人 のべ 台 整理

史

「略奪」後の帰

・上海・杭州で整理・保管した

値の高いもの，有用なものは日
」（山崎元談）

なし。

月の時間を費やし，日本に持ち

趨

。

本に運びこ

去る。

した後，中支建設資料整備事務所が翻訳。

んでいまし
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員 人

員 人

員 人

員 人
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劉恵恕 年 年
所あま
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１月 日に
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人 人
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人 人 のべ
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中国
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館・
館・
に所
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支援 軍が

９人を上海から南京に派遣して，
収集した。

支援 万

ヵ 人

全体で 万 冊が日本に持

・善本を日本に持ち去る。

なし。

なし。

が中国で略奪した図書は，帝国
同史料編纂所・慶應義塾大学図
日比谷図書館・東洋文庫・東洋
蔵。

年６月末から９月初にかけて，
自然科学研究所の専門家が整理

ち去られた。

図書館・東
書館・早稲
文化学院・

満鉄・東亜
した。

冊あまりが日本側の手中に入る

の専門家で整理・分類したあと

。

日本へ搬び

京帝大図書
田大学図書
大橋図書館

同文書院・

去る。

趙建民 年

趙建民 年 占領地
文献接

李雪梅 年 「文化掃

李彭元 年 日本「

来新夏 年 日本の
略奪し

区図書
収委員会

蕩」により

専家」 人

いわゆる「
た。

傅・謝 年 日本側

趙建民 年

の人員 人

人 人 台

人 人 台

万冊の本が略奪された。

人 人 台

科学調査団」が中国各地で図書資

東亜
病研
した

同上

中国

重要

料を 南京
書な

人 人 のべ

人 人 台

台 図書
処理

どれ

研究所・東洋文化研究所・東亜
究所・大東亜図書館・民族研究
図書 万冊が役割をはたした。

全体で 万 冊が日本に持

なものは翻訳し，また 年に

の 万冊，香港馮平山図書館の
どが日本に持ち去られる。

ち

経済研究所
所で，南京

去られた。

汪精衛政権

万冊，文

整理委員会の専門家が整理し，
委員会がこれを継続。

だけが日本に持ち去られたのか

その後も中

，現在はま

・東亜風土
などで略奪

に返還。

溯閣四庫全

支文化関係

だ正確な統

戴雄 年 日本「

馬嘶 年

厳紹湯玉 年 「特工」
員」

徐雁 年 「日方人

経盛鴻 年 具体的
ついて

専家」 人

と「専業人
人

員」 人

な個人名を
，「軍特務

（ 年

（出典） は，拙稿「『南

８月 日）

京図書大略

人 人 のべ

人以上 台

人 人

人 人 のべ

列挙しながら，各時期ごとの参加
占領地区図書文件接収委員会報

計を

台 万

抗戦

去る

南京

台 図書
図書

者に 日本
告」 研究

に基づいて紹介。

奪』のまぼろし」（『諸君！』 年８月

なす術がない。

冊余りの書籍は最終的にきれい

中に南京で ヵ所の図書館が破
万冊以上が損失。１ヶ月を費や
。

では合計 万冊前後の文献を文

整理委員会・中支占領地区図書
標本整理事務所などが整理。略

への持ち去り説は採用せず，略

し

への応用や，汪政権への返還を

すっかりな

壊され，貴
， 万冊が

物資料が略

文献接収委
奪総数は

奪した図書
紹介。

号，文 春秋） 頁， は各論文の

くなった。

重文化財の
日本に持ち

奪された。

員会・中支
万冊余り。

の侵略目的

記述より筆
者が整理・作成した。



がある。特に

たくしの意図が

基礎に構築され

立命館経済

「南京事件」をとりまく学界の

半分は達成されるに等しいか

る必要がある。以下，最新の

学（第 巻・第３号）

主流が，かかる「妄説」を放

らだ。巨視的な日中戦争史像

研究成果について，ここで簡

棄したのであれば，わ

は，あくまでも記録を

単にふれておきたいと

思う。

表１は，これ

「掠奪」後の帰

までは既に簡

のものである。

戴雄「抗

までにわたくしが一つの論

趨について，最新の論考にお

単な分析を済ませてあり，今

すなわち，以下の諸論著であ

戦時期中国図書損失概況」（

点に設定した，南京などにお

ける言説を確認したものであ

回の作業において新たに発見

った。

『民国档案』総第 期， 年８

ける図書「掠奪」，及び

る。このうち， から

した研究は，それ以降

月）

馬嘶『

厳紹湯玉

徐雁『中

経盛鴻

年が日本

る。しかし，特

には，明らかに

年中国知識界』（北京図書館

『日本蔵漢籍珍本追踪紀実』（

国旧書業百年』（科学出版社，

『南京淪落八年史』下冊（社会

の敗戦 周年ということもあ

に表１における時系列観測に

重大な変化を指摘しなければ

出版社， 年３月）

上海古籍出版社， 年５月）

年５月）

科学文献出版社， 年７月）

り，本年になって出版された

基づいて発言するならば，い

ならないだろう。

研究が大半を占めてい

くつかの最新成果の中

すなわち，

合は，中国国内

の如き，客観的

われる。特に，

次史料や日本側

に，しっかりと

の時点におけ

や のような旧態依然とした

に残存する一次史料によって

分析を志向した実証研究も，

の経盛鴻による大著におい

二次史料，更に先行研究を積

脚注も付され，その水準は極

る内容と大差なく，出典すら

「研究」が相変わらず存在し

立論せんという試みには好感

中華人民共和国において徐々

ては，入手が困難だと思われ

極的に活用し，第三者による

めて高いと評価されるべきで

明示しない立論がなされてい

ているものの， の場

が持てる。更に や

に定着しつつあると思

る日中両国語による一

検証を可能とするため

あろう
）
。 の著書が，

る状況と，好対照であ

る。

余談ではある

設されていた

館大学の学部学

国側の，史実に

これと比較し

末な限りである

が， 年３月 日に訪問し

「日本軍による文化財・図書の

生を引率して再訪した際には

依拠した侵略史研究は，一歩

た場合，日本側の研究，とり

。加藤一夫・河田いこひ・東

た「侵華日軍南京屠殺遭難同

略奪」という展示コーナーも

，理由は不明であるがきれい

前進したとみなすことができ

わけ図書館史専門家が本年に

條文規『日本の植民地図書館

胞紀念館」において常

，同年９月 日に立命

に撤去されていた。中

るのではないか。

公刊した著書は，お粗

――アジアにおける日

本近代図書館史

同書は，本文

道・樺太・台湾

が少ないだけに

立論はあまりに

がき」によれば，

――』（社会評論社， 年５

頁の大部の作であり，副

・満州・朝鮮・中国・南方地

，一見すると貴重な成果とい

杜撰である。脚注すら付さ

この章は「加藤一夫が草稿を作

月）を，ごく簡単に論評したい

題で示された通り，明治以降

域の図書館史を概観した作品

う感触をもってしまうかもし

れていない。「第６章 植民地

成し，共同で仕上げた」という…

。

の「植民地」たる北海

である。類似した通史

れない。しかし，その

中国の図書館」（「あと

… 頁）に記された内

（ ）



容に具体例を

本稿及び筆

接収問題」と

記憶と

求めながら，その特徴を考察

者の一連の研究と直接関わる

いう節であろう。ここでは，

記録のあいだ（金丸）

してみよう。

部分は，第６章の中に位置

年 月以降，上海・南

する「植民地中国での図書

京などにおいて図書接収活

動を主導した

おいて閲覧可

った），「陸支

「文献」とい

また，「中支

さらに「中華

月香港（大学

機関を「占領地区図書文献接

能な（更に 年４月以降は，

密大日記」などの一次史料

う一般的名詞は用いられず，

建設資料整備委員会
）
」は，

民国国立中央図書館の図書

……引用者）フンピンシャン図

収委員会」とするが
）
，これ

アジア歴史資料センターのホー

を閲覧していない証左である

「文件」という中国語風の用

明らかに「中支建設資料整備

」が，いわゆる「大東亜戦争

書館から接収」された等々

は防衛庁防衛研究所などに

ムページでも閲覧が可能とな

。一次史料においては，

語によって統一されている。

委員会」の誤記である。

」勃発前の，「昭和 年２
）
，注意不足に起因する誤り

も目に付く。

だが，より

（掠奪

に対して，研

だという。実

ある（ 頁

（

かの力によっ

本質的な問題は，次のような

した図書をめぐって……引用者）

究者たちは日本への持ち帰り

際，中国から日本への資料の

）。

年３月に汪政権に返還された図書

て多くの資料（その中には，

叙述に所在する。すなわち

図書館員は中国国内で保存す

（略奪と言い換えたほうが正確

移動は，一九三六年以降に

をめぐって……引用者）この公

接収・整理資料も含まれている

，

る事を目標にしていたの

だろう）に傾いていたよう

頻繁に起こっていたようで

的な措置の裏側で，何ら

）が日本に持ち出された。

その実態は記

たのかもしれ

しかし

になるのは戦

年以降，戦地

いる（ 頁

といった部分

録に残されていないので不明

ない（ 頁）。

，当時交戦状態にある両国の

後になってからであった。戦

から文部省経由で「接収図書

）。

に，わたくしは注目したい。

だが，日本軍を背景にした

関係で問題になることはな

時中に帝国図書館にいた岡

」が続々と送られてきたと

ゴチック太字は，引用者に

ものと個人的なものがあっ

かった。そのことが明らか

田温は，一九四二年，四三

戦後になってから回想して

よるものである。

論点 ，及

変」勃発前の

実態が「不明

さらに論

「交戦状態」

ては，「建前

な「掠奪」が

び論点 ともに，日本による

年から「頻繁に起こって

」であるとは，詭弁以外の何

点 に明示される通り，加藤

であったが故，掠奪が「問題

」としての和平を演出するが

敬遠され，さらに汪政権への

掠奪と持ち去りを言い切り

いた」とは，全く新しい見

者でもない。

一夫らの認識によれば，「支

になることはなかった」とさ

ために，少なくとも「事変」

返還劇まで準備されたので

，しかもそれらが「支 事

解だ。しかしながら，その

事変」下の日中両国は

れる。だが日本側におい

期においてはあからさま

ある。 において岡田温に

よって回想さ

香港に疎開

「敵産」が，

と「大東亜戦

質が露見しな

がる構造的現

れる「接収図書」とは，「大

していた中華民国諸機関・個

太宗を占めていたのであった

争」という段階性を全く無視

いように様々な口実を設け，

象を，加藤ら「進歩派」は見

東亜戦争」宣戦布告以降，「

人が所有する図書，あるいは

。要するに，アジア太平洋戦

しているのみならず，侵略

さらに「遵法性」を主張す

落としていたのである。

敵国」たる英国の植民地・

南方において押収された

争における「支 事変」

行為をおこなう権力は，本

るといった，現在にもつな

（ ）



侵略戦争の実

法は，わが国に

尾には，「歴史

立命館経済

態を解明するために，単純な

おいても速やかに自己批判さ

的経験を単純化するだけでは

学（第 巻・第３号）

加害侵略の事例発掘と羅列を

れなければならないと思料す

問題の解決にならない」とし

行うといった安易な方

る。なお，第６章の末

て，わたくしがこの間

に批判し続けた

悪辣な意図」と

ズレがあり，そ

しまうのであっ

上海・復旦大学教授の趙建民

いうメッセージを紹介する。

れにつけても加藤らの「歴史

た
）
。

３．「新方志」に

が日本国内のホームページに

但し，その「引用」ですら，

研究」に対する姿勢には，大

描かれた戦時中国の図書

掲載した「図書略奪の

実際の記述とは微妙に

いなる不信感を抱いて

前節において

すべきは，ほと

典を明示すると

シリーズにおけ

修史事業に従事

ない。よって本

法を通じて，

鳥瞰したような最近の動向を

んどの「新方志」においては

いう作業が行われていない点

る叙述＝「記録」を，均質に

した人々の「記憶」の所在を

節においては，表２において

年代以降における流れを鳥

意識しながら「新方志」を解

，重要な論点や歴史的出来事

である。完成度には相当なば

扱うことは危険であろう。し

知るためにも，無視して看過

整理した「新方志」ごとの叙

瞰しておきたい。

読する際，事前に指摘

に対して，注記して出

らつきがあり，一連の

かし，各市県において

すべきような素材では

述を紹介・検討する方

表２を一瞥し

（日中戦争）をな

うことであろう

近では地域ごと

恐らくは目下，

われる。

そして第二に

て，まず気がつく点は，特に

んらかの原因として建造物や

。上海や南京などの大都市に

の「図書館史」も編纂されて

この情報を大幅に上回る素材

，各地において「民衆教育館

文化的先進地域でもあった江

蔵書に被害を被った図書館の

おける図書館の命運について

いるが，中小都市における戦

を発掘する営為は，相当の困

」や「農民教育館」などと呼

南を中心に，抗日戦争

数が，非常に多いとい

は，後述する通り，最

時中の動向については，

難をともなうものと思

ばれる，地域に根ざし

た「読書室」的

実にも，気を配

県の場合，その

「岩波新書」，また

も知れないが，

少ない「場」で

ここでは，詳

施設のかなりの部分が，破壊

らねばならぬ。具体的な蔵書

蔵書構成が「万有文庫」シ

「改造文庫」に類似した内容）

江北の「僻地」において，児

あったことは，想像するに難

細を表２に語らせることにし

されたりあるいは閉鎖に追い

数が判明する図書館は少ない

リーズ（商務印書館において出

や雑誌・小説・児童書といっ

童・生徒を含む人々が，「文

くないだろう。

て，これ以上の論及はしない

込まれているという事

。しかし，例えば阜寧

版された，「岩波文庫」や

たありきたりの内容か

化」を実体験できる数

。さらに，表２におけ

る記述内容につ

類型 には，

図書館の一例に

接収する作業の

った点を，再三

しかし，類型

いて，幾つかの類型にわける

「日本による持ち去り」を明

留まった。しかもこれは，い

一環として行われた行為であ

強調しておく必要があるだろ

としてあげた，日本軍の攻

作業を行ってみた。

記したものを設定したが，上

わゆる「大東亜戦争」勃発後

り，決して「支 事変」段階

う。

撃などに起因する蔵書の散失

海・黄浦区の亜洲文会

，租界内の「敵産」を

における暴挙ではなか

あるいは図書館の破壊

（ ）
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地域 書名（刊行年）

徐匯区志（
静安区志（
盧湾区志（
楊浦区志（
虹口区志（

）
）
）
）
）

黄浦区志（ ）

上海
記述
記述
五角
記述
亜洲
られ

表 「新方志」におけ

記

国際図書館が 年に北
なし［ ］
なし［ ］
場の上海市図書館は
なし［ ］

る戦

述

平へ

年の

文会図書館は，日本軍の
，戦後に返還。量才流通

租界
図書

時下

移転

抗戦

占領
館は

の図書

内 容

［ ］

後閉鎖［ ］

後に半数の図書が日本
抗戦勃発後に開放停止

に運
。益
び去
友図

類型

・

上

閘北区志（

長寧区志（
南市区志（
呉淞区志（
閔行区志（
宝山県志（

）

）
）
）
）
）

嘉定県志（ ）

書館

建活
記述
記述
民集
記述

図書
］

南

は日本の租界占領後に活
年１月 日 日の日本
動が，抗戦勃発で停止
なし［ ］
なし［ ］
簡易図書館が 年に破
なし［ ］
年の第一次上海事変で商
部は 年と 年の

動縮
軍に

［

壊さ

務印
２度

の昌明文社は第一次上海事変

小
よる

れた

書館
の戦

で破

［ ］
爆撃で炎上した東方図

］

［ ］

涵芬楼が破壊され，民
闘で大部分の蔵書を失

書館

衆教
なう

壊され，嘉定県教育図書館

の再

育館
［

は抗 ・

海 上海県志（
川沙県志（
金山県志（

南匯県志（
青浦県志（
松江県志（

）
）
）

）
）
）

奉賢県志（ ）

戦勃
記述
浦東
張堰
って
奪［
県立
青浦
松江
記述

崇明県志（ ）

発後に活動停止［
なし［ ］
中学図書室が， 年に
鎮図書館は抗戦中に活動
破壊，張堰鎮の閑閑山荘

］
図書館の蔵書 冊が，
第一図書館の蔵書がほと
県図書館の蔵書・版本が

］

日本
を停
の蔵

日本
んど
焼失

なし［ ］

軍に
止し
書

軍占
散失
［

年の占領後に私立第一図書館は活

破壊された［ ］
，朱 私立図書館は日
数万巻は日本軍により

領時に散失［ ］
［ ］
］

本軍
焼失
によ
・掠

動を停止し， 年 月に崇明

・

・

蘇州市志（

呉 県 志（

太倉県志（

）

）

）

江
昆山県志（ ）

区公
］

省立
冊の

［
蘇州
［
第一
県立
民衆

常熟市志（ ） 県図

署民衆学校で部分的に開

蘇州図書館は日本軍に
蔵書の８ ９割を失な
種の 万冊，新聞や雑
］
図書館は日本に占領さ

］…蘇州市志と
民衆教育館の建物が焼

放し

占領さ
う［
誌は

れ，
重複
失し解

図書館の蔵書は 万冊
教育館は占領中も引き続

［
き活

たが

れ

全て

県立

散
］

動さ
書館は業務停止［ ］

，この間の散失図書も

，県立図書館は攻撃を受
］。省立図書館の損失
失ない，古籍は疎開の

図書館は日本軍に破

［ ］， 年２月に

多い

け
は，
ため

壊さ

復館

せられた［ ］

［

万
図書
無事

れた

し，

・

南

沙洲県志（

呉江県志（

無錫市志（

無錫県志（
江陰市志（

）

）

）

）
）

宜興県志（ ）

］

が［
抗戦
せて
重要
南菁
全て
書５
県民

年 月に占領された後，

年末の占領後，盛澤・同
］，県城と盛澤の図

勃発後，無錫県立図書館
，難を避けた［ ］
な書籍は保全した［
学校の凝暉楼の蔵書４万

民衆

里・
書館
は善

］
冊余

破壊され，市図書館は日
万冊あまりは散失した
衆図書館は抗戦勃発後に

本軍
［
閉鎖

教育

城区
は閉
本・

…無
りと
によ

され

館と農民教育館は活動

の民衆教育館は活動を
鎖［ ］
沙本・稿本や地方文献

錫市志と重複
木刻原版などは日本軍

停止

継続

を疎

によ
り占拠，郵便局に代用

］
，私立の文武図書館と

され

周鉄

［

した

開さ

って
，蔵

図書

・

常州市志（ ）
館も
記述
活動停止［ ］
なし［ ］
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（ ）

江

武進県志（
金壇県志（
陽県志（

鎮江市志（

丹徒県志（

）
）
）

）

）

県立
記述
民衆
［
省立
の多
江蘇
の善
３ヶ
ち，
重複

句容県志（ ） 民衆

図書館は抗戦中に閉鎖さ
なし［ ］
教育館書報閲覧室は閉鎖
］

鎮江図書館は日本軍の宿
くが散失，五三図書館も
流通図書館などの蔵書楼
本類も失われた［
所の公立図書館，１ヶ所

れ，

され

舎と
活動
の被

の市
わずかに省立鎮江図書館だけ

蔵書

，県

され
停止
害も
］

立図
が

教育館及びその附設図書館が解体

も散失［ ］

民衆図書館の設備は破

，大後方に疎開させた
。さらに伝経楼・游経
大きい。また，紹宗国

書館，２ヶ所の個人蔵

壊さ

善本
楼・
学蔵

書楼
残存した［ ］…鎮江市

れた

以外
私立
書楼

のう
志と

［ ］

・

・

・
・

南

丹陽県志（

揚中県志（
高淳県志（
水県志（

江寧県志（
江浦県志（
六合県志（

）

）
）
）
）
）
）

相伯
伯出
県図
記述
県城
湖熟
記述
記述

南通県志（ ）
れた

図書館の建物・蔵書
使高麗日記』や康有為末
書館の蔵書 冊余りが
なし［ ］
陥落後，図書館は活動停
実験民衆教育館は，南京
なし［ ］
なし［ ］

万冊
刊著
散失

止，
占領

余り
作な
［

蔵書
前後

年春の南通占領とともに
。さらに各郷鎮の図書室

，南
や蔵
通図
書楼

が日本軍により破壊され
ども失なう［ ］
］

も散失［ ］
に活動停止［ ］

，『馬相

書館一帯は日本軍の宿
なども活動を停止，図

営地
書は
とさ
大部

・

・

如皋県志（
啓東県志（
海門県志（
海安県志（
揚州市志（

江都県志（

）
）
）
）
）

）
泰興県志（ ）

分が
県立
記述
記述
記述
抗戦
梅先
記述
県立
われ

散失した［
図書館は， 年に活動
なし［ ］
なし［ ］
なし［ ］
初期，晨鳴社図書館はさ
の上海での蔵書２万冊焼
なし［ ］

］
停止

かん
失

初級中学内の民衆教育館蔵書

［

に抗
［

室の
た［ ］

］

日宣伝を実施，また蔵
］

書家

図書は，日本軍によって焼

・劉

き払

江

高郵県志（
泰 県 志（
儀徴市志（

泰 州 志（
江県志（

興化市志（

靖江県志（

）
）
）

）
）
）

）
北

記述
記述
民衆
た［
泰県
記述

書は
蔵書
破壊

塩城県志（ ） 記述

なし［ ］
なし［ ］
教育館図書閲覧室は，日

］
図書館の蔵書５万冊の３
なし［ ］
年に県城陥落後，民衆教
散失［ ］
２万冊余りの私立靖江図

本占

４

育館

書館
［ ］

領後

割が

と審

は，

なし［ ］

に活動を停止し，図書

散失［ ］

言図書館は閉鎖され，

年に日本軍機に空

も散

前者

襲さ

失し

の蔵

れて

・

・

東台市志（
水県志（

建湖県志（
大豊県志（
阜寧県志（

連雲港市志（

）
）
）
）
）

）

灌雲県志（ ）

県立
記述
記述
記述
『万有
に破
日本
れず

記述
楡県志（ ） 記述

図書館は， 年の日本
なし［ ］
なし［ ］
なし［ ］
文庫』，雑誌，小説，児
壊された［ ］
軍の新浦・板浦・海州一
，清代の学者である許
］

軍入

童書

帯へ
喬林

なし［ ］

城後

を有

の空
・許

なし［ ］

活動停止［ ］

する公共図書館が，抗

襲などで，図書の損失
桂林の蔵書楼も破壊さ

日戦

は計
れた

争中

り知
［

東海県志（ ） 記述なし［ ］
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などは，江南

例も多い。な

ず，常識的に

い込まれると

・江北を問わず各地で確認さ

お，表２はあくまでも，「新

考えると，類型 の如く図書

いう道筋が，極めて自然だと

れ，類型 における活動停

方志」中の記述を整理してま

を失った施設においては，

判断される。したがって，

止や閉館に追い込まれた事

とめた域を超えてはおら

必然的に類型 の閉鎖に追

表２において類型 のみが

記されている

国立中央図

る
）
。しかし今

行われてい

は，埋蔵した

歴史の細部

無言のままに

場合も，ほぼ類型 を伴って

書館など，国家的規模の図書

回の作業を通じて，類型 に

た事も明らかになった。無錫

図書のほとんどが，湿気乃至

を思い浮かべた際，平時が継

この世から姿を消していった

いると考えて良いだろう。

館における疎開の実施は，

みられる通り，地方図書館

の場合は成功しているものの

は防水不良のために破損し

続したならば生き長らえた

という現実は，我々に深く

たいへんに良く知られてい

における蔵書保全の努力が

，徐州（銅山県）において

たという。

であろう幾多の図書たちが，

重い課題を投げかけている

のではないだ

その課題と

ろうか。

４．

は何であるか？ わたくしは

むすびにかえて

ここに，実証史学の前提たる「文献による考証」とい

（ ）

江

淮陰市志（

月于胎県志（

漣水県志（
宿遷市志（

洪澤県志（

） 中山
教育
日本

） 蔵書
育館

） 記述
） 民衆

］
破さ

） 仁和

淮安市志（
壊さ

） 記述

図書館は日本軍により
館は 年に閉鎖［
占領時に散失［ ］

冊の県図書館は
図書室も活動停止［
なし［ ］
教育館の図書・雑誌類
。また，華堂図書館と瑞
れた［ ］
民衆教育館・蒋 民衆教

年２月
」。ま

年１月の
］

は，日
図書館

育館は，
れる［ ］
なし［ ］

に焼き払らわれ，省立
た個人蔵書たる百科万

日本占領時に破壊され

本占領時にすべて散失
は， 年 月 日の

清
巻

，

し
空

抗日戦争期に日本軍によ

江民衆
草堂も

民衆教

た［
襲で大

って破

，
・

・

北

金湖県志（
泗陽県志（
灌南県志（
徐州市志（

銅山県志（

豊 県 志（

） 記述
） 県立
） 記述
） 銅山
ほと

） 銅山
］

蔵す
） 記述

寧県志（ ）「中師

なし［ ］
初級中学の蔵書 冊余
なし［ ］
県図書館は，日本侵攻前
んどが湿気のため破損
県民衆教育館は抗戦後
，県図書館は抗戦時にい
るも，全てが破損してし

［
に

なし［ ］

りが日本

に図書を
］

日本に
ったんは
まった

校」にある蔵書約１万冊の図書

軍に焼かれる［ ］

埋蔵・移転などしたが

より破壊されて活動を
閉鎖され，貴重図書を
［ ］…徐州市志と重

，

停
地
複

前者の

止［
中に埋

館が閉鎖［ ］

・

・
・

県 志（

１．「類型」 は，日本側によ
２．「類型」 は，抗戦期にな
３．「類型」 は，抗戦期に活
４．「類型」 は，蔵書を保全
註４，「記述なし」の場合でも
出典 引用「新方志」一覧表に

る
ん
動
し
，
ま

） 蔵書
［

持ち去り
らかの原
を停止し
たもの。
該当する
とめた

数２万冊余りの官湖図
］

を明記したもの。
因で蔵書が散失，あるいは破
たもの。

ページを記してある。
文献の記述を，筆者が整理し

書

壊

た

館の図

されたも

。

書が，陥落期にすべて

の。

散失した



った方法論の陥

を発掘し，新し

で，微力ながら

立命館経済

穽が存在すると考えている。

い事実を解明することは，歴

もかかる道を歩みつづけて

学（第 巻・第３号）

無論，さまざまな手段を講じ

史家に課せられた大きな使命

いる。しかし既述の通り，「新

て，国内外各地の史料

であり，筆者もこれま

方志」のほとんど全て

は， 年代以

どはおこなって

難である。

また，特に個

と比較しても，

ータなどは，大

も拭い去ること

降になってから編纂されたも

いないため，そこに書かれた

人蔵書（著名な蔵書楼などは除

遙かに少ない
）
。こんにち多く

半が戦後になってからの「自

はできない
）
。

のであり，しかも各々の記述

内容について，厳密に「検証

いて）の場合，残存する記録

用いられる個人所有図書の戦

己申告」に依拠しているとい

に対する出典の明示な

」することは極めて困

は，地域の図書館など

時中における損失のデ

う曖昧さも，どうして

かといって，

まなければなら

事例だけで考え

いて，図書たち

た現象の中での

計するといった

さらに今回の

批判し続けてい

「証拠不足」を理由にして，

ないだろう。何故ならば，人

ても，関東大震災や阪神淡路

の運命がいかなるものであ

イメージは得られる。さらに

方法も，ある程度は有効であ

作業を通じて，筆者は大切な

たような，日本による「計画

これらの「歴史」を切り捨て

間には想像力が備わっている

大震災で，あるいは各地の空

ったのかを想起すれば，「戦時

，「実証」し得た「部分」か

ると考える。

発見をした。それはすなわち

的」かつ「大量」の「図書掠

ることだけは，厳に慎

からだ。日本における

襲や沖縄の地上戦にお

中国」における良く似

ら，「全体」を類推・推

，従来からわたくしが

奪」説を積極的に支持

するような言説

館史」において

仕事に従事する

ではないだろう

机上で夢想した

近年の流行語

がやはり，精一

は，「新方志」において，さ

も，全く登場していないので

人々の草の根的な良心によ

か。とすれば，かの「掠奪説

フィクションに過ぎなかった

とも呼べる「感情の記憶」と

杯「記録」の裏付けを確保す

らにその舞台とされた「南京

ある
）
。地域において，現場に

って，「記憶」と「記録」が絶

」は，現地をあまり見つめず

のである。

して歴史を尊重したいのであ

る必要があるだろう。無論，

」や「上海」の「図書

おいて，歴史を伝える

妙に架橋されているの

に生活する「学者」が，

れば，反語的ではある

この作業は一個人で完

結的に実施でき

香港など，各地

ぼすような関係

うか。その日が

るものではない。また，一国

の研究者たちによる労多き地

性が構築されれば，「記憶」

遠からんことを，切実に祈念

附 引用

単位でも恐らく不可能だろう

味な仕事が一定程度まで蓄積

と「記録」は，そこで自ずと

する。

「新方志」一覧表

。日本と中国，台湾・

して，相互に影響を及

調和するのではなかろ

（了）

１．徐匯区志編

２．静安区地方

３．上海市廬湾

４．上海市楊浦

纂委員会編『徐匯区志』（上

志編纂委員会編『静安区志』

区志編纂委員会編『廬湾区志

区志編纂委員会編『楊浦区志

海社会科学院出版社， 年）

（上海社会科学院出版社， 年

』（上海社会科学院出版社，

』（上海社会科学院出版社，

）

年）

年）

（ ）



５．虹口区志

６．上海市黄

７．上海市閘

記憶と

編纂委員会編『虹口区志』（

浦区志編纂委員会編『黄浦区

北区志編纂委員会編『閘北区

記録のあいだ（金丸）

上海社会科学院出版社， 年）

志』（上海社会科学院出版社，

志』（上海社会科学院出版社，

年）

年）

８．長寧区志

９．上海市南

．上海市宝

．上海市閔

．上海市宝

．上海市嘉

．上海県県

編纂委員会編『長寧区志』（

市区志編纂委員会編『南市区

山区史志編纂委員会編『呉淞

行区志編纂委員会編『閔行区

山区地方志編纂委員会編『宝

定県県志編纂委員会編『嘉定

志編纂委員会編『上海県志』

上海社会科学院出版社， 年）

志』（上海社会科学院出版社，

区志』（上海社会科学院出版社

志』（上海社会科学院出版社，

山区志』（上海人民出版社，

県志』（上海人民出版社，

（上海人民出版社， 年）

年）

， 年）

年）

年）

年）

．上海市川

．上海市金

．上海市南

．上海市青

．上海市松

．上海市奉

．上海市崇

．蘇州市地

沙県県志編纂委員会編『川沙

山県県志編纂委員会編『金山

匯県県志編纂委員会編『南匯

浦県県志編纂委員会編『青浦

江県地方史志編纂委員会編

賢県県志修編委員会編『奉賢

明県県志編纂委員会編『崇明

方志編纂委員会編『蘇州市志

県志』（上海人民出版社，

県志』（上海人民出版社，

県志』（上海人民出版社，

県志』（上海人民出版社，

『松江県志』（上海人民出版社，

県志』（上海人民出版社，

県志』（上海人民出版社，

』第３冊（江蘇人民出版社，

年）

年）

年）

年）

年）

年）

年）

年）

．呉県地方

．太倉県県

．昆山市地

．常熟市地

．張家港市

．呉江市地

．無錫市地

志編纂委員会編『呉県志』（

志編纂委員会編『太倉県志』

方志編纂委員会編『昆山県志

方志編纂委員会編『常熟市志

地方志編纂委員会辧公室編

方志編纂委員会編『呉江県志

方志編纂委員会編『無錫市志

上海古籍出版社， 年）

（江蘇人民出版社， 年）

』（上海人民出版社， 年）

』（上海人民出版社， 年）

『沙洲県志』（江蘇人民出版社，

』（江蘇科学技術出版社，

』第４冊（江蘇人民出版社，

年）

年）

年）

．無錫県志

．江陰市地

．江蘇省宜

．常州市地

．江蘇省武

．金壇県地

． 陽県志

編纂委員会編『無錫県志』（

方志編纂委員会編『江陰県志

興市地方志編纂委員会編『宜

方志編纂委員会編『常州市志

進県県志編纂委員会編『武進

方志編纂委員会編『金壇県志

編纂委員会編『 陽県志』（

上海社会科学院出版社， 年）

』（上海人民出版社， 年）

興県志』（上海人民出版社，

』第３冊（中国社会科学出版

県志』（上海人民出版社，

』（江蘇人民出版社， 年）

江蘇人民出版社， 年）

年）

社， 年）

年）

．鎮江市地

．丹徒県地

．句容県地

．丹陽市地

．揚中県地

．高淳県地

方志編纂委員会編『鎮江市志

方志編纂委員会編『丹徒県志

方志編纂委員会編『句容県志

方志編纂委員会編『丹陽県志

方志編纂委員会編『揚中県志

方志編纂委員会編『高淳県志

』下冊（上海社会科学院出版社

』（江蘇科学技術出版社，

』（江蘇人民出版社， 年）

』（江蘇人民出版社， 年）

』（文物出版社， 年）

』（江蘇古籍出版社， 年）

， 年）

年）

（ ）



． 水県編修

．江寧県地方

．江浦県地方

立命館経済

県志委員会編『 水県志』（

志編纂委員会編『江寧県志』

志編纂委員会編『江浦県志』

学（第 巻・第３号）

江蘇人民出版社， 年）

（档案出版社， 年）

（河海大学出版社， 年）

．六合県志編

．通州市地方

．江蘇省如皐

．啓東県志編

．海門市地方

．海安県志編

．江蘇省揚州

纂委員会編『六合県志』（中

志編纂委員会編『南通県志』

市地方志編纂委員会編『如皐

纂委員会編『啓東県志』（中

志編纂委員会編『海門県志』

纂委員会編『海安県志』（上

市地方志編纂委員会編『揚州

華書局， 年）

（江蘇人民出版社， 年）

県志』（香港新亜文化基金会，

華書局， 年）

（江蘇科学技術出版社， 年）

海社会科学院出版社， 年）

市志』下冊（中国大百科全書出

年）

版社， 年）

．江都市地方

．泰興県志編

．高郵県編史

．泰県県志編

．儀徴市市志

．泰州市地方

． 江県地方

．興化市地方

志編纂委員会編『江都県志』

纂委員会編『泰興県志』（江

修志領導小組編『高郵県志』

纂委員会編『泰県志』（江蘇古

編纂委員会編『儀徴市志』（

志編纂委員会編『泰州志』（

志編纂委員会編『 江県志』

志編纂委員会編『興化市志』

（江蘇人民出版社， 年）

蘇人民出版社， 年）

（江蘇人民出版社， 年）

籍出版社， 年）

江蘇科学技術出版社， 年）

江蘇古籍出版社， 年）

（江蘇人民出版社， 年）

（上海社会科学院出版社， 年）

．靖江県志編

．塩城市郊区

．東台市地方

． 水県地方

．建湖県地方

．大豊県編修

．阜寧県志編

纂辧公室編『靖江県志』（江

地方志編纂委員会編『塩城県

史編纂委員会編『東台市志』

志編纂委員会編『 水県志』

志編纂委員会編『建湖県志』

県志委員会編『大豊県志』（

纂委員会編『阜寧県志』（江

蘇人民出版社， 年）

志』（江蘇人民出版社， 年

（江蘇科学技術出版社， 年）

（江蘇古籍出版社， 年）

（江蘇人民出版社， 年）

江蘇人民出版社， 年）

蘇科学技術出版社， 年）

）

．江蘇省連雲

．江蘇省灌雲

． 楡県県志

．東海県地方

．淮陰市地方

． 県県志

．漣水県地方

港市地方志編纂委員会編『連

県地方志編纂委員会編『灌雲

編纂委員会編『 楡県志』（

志編纂委員会編『東海県志』

志編纂委員会編『淮陰市志』

編纂委員会編『 県志』（

志編纂委員会編『漣水県志』

雲港市志』下冊（方志出版社

県志』（方志出版社， 年）

中華書局， 年）

（中華書局， 年）

下冊（上海社会科学院出版社，

江蘇科学技術出版社， 年）

（江蘇古籍出版社， 年）

， 年）

年）

．宿遷市地方

．洪澤県志編

．淮安市地方

．金湖県志編

．泗陽県志編

．灌南県地方

志編纂委員会編『宿遷市志』

纂委員会編『洪澤県志』（中

志編纂委員会編『淮安市志』

纂委員会編『金湖県志』（江

纂委員会編『泗陽県志』（江

志編纂委員会編『灌南県志』

（江蘇人民出版社， 年）

国大百科全書出版社， 年）

（江蘇人民出版社， 年）

蘇人民出版社， 年）

蘇人民出版社， 年）

（江蘇古籍出版社， 年）

（ ）



．徐州志地

．江蘇省銅

．江蘇省豊

記憶と

方志編纂委員会編『徐州市志

山県県志編纂委員会編『銅山

県県志編纂委員会辧公室編

記録のあいだ（金丸）

』下冊（中華書局， 年）

県志』（中国社会科学出版社，

『豊県志』（中国社会科学出版社

年）

， 年）

． 寧県地

． 県志編

） の

人民共

た。内

方志編纂委員会編『 寧県志

纂委員会編『 県志』（中華

論文では， と を中心とした

和国北京市・上海市・南京市に

容的に筆者は，従来の論文との

』（中国社会科学出版社，

書局， 年）

註

既発表の内容に加えて， 年夏

おいて新たに入手した一次史料・

差を自覚していないが，「見出し

年）

，及び 年３月後半，中華

二次史料を用いた分析を行っ

が誤読を誘導する」，あるいは

「南京

論を公

確か

くし自

わゆる

のみに

学運動

更に

益の受

大虐殺事件否定論と読まれる」と

表したこと自体に対する厳しい

に，同誌において掲載される中

身の研究がこれに連なるという

「左派的」言説が，眼に見えて

よっては，差し迫る窮状を克服

」は，まさに「連戦連敗」の実

広く社会に眼を転じても，様々

益者に転化したことに起因して

いった批判に加え，『諸君！』と

糾弾を受けた。

国論の多くは，感情的かつ非科学

危惧には，首肯すべき点もある。

衰退しているいま，旧来からの

することは困難であると思う。事

績を示しているではないか。

な左翼運動を主導した人々の一部

，今や各界で「改革」を主導する

いう民族派・右派的媒体に拙

的な内容が多く見られ，わた

しかし，現代日本におけるい

「縄張り」に拘泥した言論活動

実， 年代以降の「歴史科

は，世代交代あるいは既得権

側に廻っている。これは個と

しての

ないと

争戦略

）「新

卒業論

年

） 経盛

際会議

「成長」なのか，はたまた階級

判明しないだろう。いずれにせ

を追究せねばならぬのだ。

方志」の近現代史研究における意

文を書く」（歴史科学協議会編

）における議論を参照されたい

鴻は南京師範大学歴史系教授で

で報告した拙稿「戦時日方略奪

的「裏切り」なのか？ 明確なる

よ我々の世代は，平和と民主主義

義については，さしあたり高橋

『卒業論文を書く――テーマ設定

。

，中華民国史を専攻。 年 月

図書問題述評」（辛亥革命九十週

解答は，幾世代かのちになら

を守るための，全く新しい闘

孝助「中国地方史を利用して

と史料の扱い方』山川出版社，

に台北において開催された国

年国際学術討論会論文，台北，

年

て「冷

） 加藤

――』

） 加藤

） 加藤

） 趙建

い（

確な引

）に関する意見交換を， 年

静」に「議論」することができ

一夫・河田いこひ・東條文規

（社会評論社， 年） 頁。

一夫など同上書， 頁。

一夫など同上書， 頁。

民による文章が掲載されていた

用をしているため，ここに本来

３月に行うことができた。率直な

る，中国側の良きパートナーの登

『日本の植民地図書館――アジア

ホームページは， 年夏以降す

）。加藤一夫

の記述を復元して紹介しておきた

印象として，戦争問題につい

場であるという感慨を得た。

における日本近代図書館史

でに 上に存在していな

など同上書 頁が不正

い。日本語として不自然・不

正確な

「

図書

虐殺の

には悪

短い

また

部分も，原典のママとしてある

図書略奪の悪辣な意図」

・文化財は中国の長い歴史や文

際の図書略奪は，一般的な戦争

辣な意図があった。

期間で言えば，日本が中国で軍

「大東亜共栄圏」を勝手に計画し

。

化的繁栄を象徴し体現するもので

の際の文化財破壊とは絶対に同じ

事活動や経済的略奪を行い，植民

実現するための一つの重要な措置

ある。日本の侵略軍の南京大

ものではなく，かつ，その中

地統治を確立するためであり，

でもあったのである。日本は

（ ）



中国から

大東亜図

地統治の

立命館経済

略奪した図書を使って東亜研究所

書館，民族研究所などの機関を設

ために大量に使ったのである。

学（第 巻・第３号）

，東洋文化研究所，東亜経済研

立した。彼らは中国から略奪し

究所，東亜風土病研究所，

た図書を，対外戦争と植民

長い目

ようとす

させ，そ

である。

それゆ

一致し相

る」と懸

護である

たことは

で見れば，日本軍による図書略奪

るものであった。日本の侵略者の

れによって大陸征服をしようとい

えに，図書を略奪することと，民

補いあう両面なのである。日本

命に唱え，日本軍の中国侵略戦争

」と褒め称えるものもいた。図書

容易に読み取れるのである。

は我々の中国文化を破壊し，我

戦争中の図書略奪は「その目的

う迷夢に他ならない」とは，ま

族を虐殺することは，日本の侵

には「日本の行っている戦争は進

中の図書略奪を「世界の戦争史

略奪が日本の侵略軍隊の視野の

々中国民族を亡きものにし

は中国文化を徹底的に消滅

さに学者が指摘するところ

略政策とその行動の完全に

歩のための文化戦争であ

上例のない，皇軍の文化擁

中で重要な位置を占めてい

以上，

書略奪は

論見，そ

日本の侵

つの側面

をさらに

けるよう

） 国立中

以下のことが十分に明かにできる

，日本の軍国主義者の他人を傷つ

れによって世界に覇を唱え侵略し

略軍が行った残酷な虐殺と図書・

をなしている。それゆえ，学術に

研究して，それによって日本の対

呼びかけることがぜひ必要なので

趙建民（

央図書館の図書疎開に関しては

。すなわち，中国を侵略した日

けて己を利し，他の国を滅ぼし

ようとした野心とその本質をさ

文化財に対する野放図な略奪は

たずさわる人々に，日本軍の中

外侵略の悪辣な活動を明かにし

ある。

復旦大学歴史系教授，同大学付属

，章以鼎主編『国立中央図書館六

本軍の南京大虐殺の際の図

て自分を強くするという目

らけ出しているのである。

，日本の対外侵略目的の二

国図書・文化財の略奪問題

，批判することに精力を傾

日本研究センター研究員）

十年大事記（初稿）』（台

北 国立

） 蔵書楼

において

２号，

）

院近代史

民国より

る。

中央図書館， 年）など，数多

についてはあまたの研究が存在す

は，神戸輝夫「日中戦争における

年）が，中国側の近年の研究を

研究所档案館所蔵「日賠会档案」

の略奪文化財総目録」（同上，

くの詳細な記録が公刊されてい

るものの，戦時期を専門的に分

文化侵略」 （『大分大学教育

簡単に紹介している。

，「中国被日

），あるいはこれを

）などは，いずれも戦後

る。

析した成果は少ない。日本

福祉科学部紀要』第 巻第

劫掠文物目録」（中央研究

訳したと判断される「中華

段階に形成された史料であ

） 朱慶祚

会編『上

『南京図書

版社，

書である

［附記］ 本稿

もので

謝を申

主編『上海図書館事業志』（上海

海百年文化史』第２巻下冊（上海

館志（ ）』（南京出版社

年）など，事実関係の淡々とし

と思う。中国における研究展開の

にかかわる研究の大半は，筆者が

ある。出向期間中，坂本和一学長

し上げたい。

社会科学院出版社， 年），《

科学技術文献出版社， 年），

， 年），徐耀新主編『南京

た叙述が続き，極めて史料価値

可能性も，これらに示されてい

大分県別府市の立命館アジア太

からは研究遂行に対するご高配

上海百年文化史》編纂委員

《南京図書館志》編写組編

文化志』下冊（中国書籍出

が高い，好感が持てる工具

るのではなかろうか。

平洋大学出向中にまとめた

を賜った。ここに記して感

また

び早稲

に対し

，今回の論文が依拠した「新方志

田大学中央図書館において閲覧し

ても，ここでお礼を申し上げたい

」の大部分は，中央研究院近代

たものである。ふたつの図書館

と思う。

史研究所郭廷以図書館，及

の関係各位による便宜提供

（ ）


